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学部担当科目

・ジェンダー論
・家族社会学
・ジェンダーとライフコース
・文化社会学
・社会体験実習
・社会学演習（Ⅰ～Ⅳ）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・家族社会学特殊講義
・家族社会学演習Ⅰ
・家族社会学演習Ⅱ
・授業科目

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、日本家族社会学会、日本家族問題研究学会、日本家政学会、
国際ジェンダー学会、比較家族史学会、日本家政学会家族関係学部会、社会学研究会

日本における近代家族の形成に関する歴史社会学的研究
アジアにおける家族とジェンダーに関する比較研究

・「地域社会学特殊講義」の授業において、専門家を講師として招いて特別授業を行っ
た。講師：岡野恭子氏（大阪大学特任研究員）　講演テーマ：「アフガニスタンの現場
から－現地でみたアフガニスタンの日常、そして未来へ」
・FDのための公開授業の実施「家族社会学」

①社会的活動：奈良県男女共同参画審議会委員・同女性の就業調査結果検討部会委員
長、奈良県教育委員会・社会教育委員、奈良県こども子育て応援県民会議委員、同家庭
の子育て力推進委員会委員長
②学会活動：日本家族社会学会理事・同事務局長、日本家政学会家族関係学部会役員・
同編集委員会委員・同第30回家族関係学セミナー実行委員会委員（～平成22年10月）・
同幹事（研究助成委員会委員）、『ソシオロジ』編集委員会委員、『社会と調査』専門
査読委員
③非常勤講師等：奈良女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程「生活社会学特論」
「生活社会学特論演習」非常勤講師、同大学院人間文化研究科博士後期課程「グローバ
ル社会における女性の専門性」ゲスト・スピーカー

お茶の水女子大学大学院人間文化研究科後期博士課程人間発達学専攻　単位取得満期退
学

修士（家政学）

家族社会学、ジェンダー論、歴史社会学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
研究代表者：平成20～22年度科学研究費補助金（基盤研究（C））「日本的近代家族の成
立における性と生殖－少子化・専業母化・家族の情緒化」

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・社会学研究科特別講義の開催　講師：辻大介氏　講義テーマ：若者の友人関係と孤独
不安（2011年2月1日於奈良大学）
・奈良大学セクシュアル・ハラスメント防止委員会「セクシュアル・ハラスメントに関
する調査（第2回）」調査報告書作成
・学内委員等　社会調査学科学科主任、奈良大学セクシュアル・ハラスメント防止委員
会委員、セクシュアル・ハラスメント相談員

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

・人間論Ⅳ
・
・
・
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単
④第4回家庭の子育て推進委
員会・講師

②戦間期日本における産児調
節運動の避妊言説とその実践

①近代日本における避妊の受
容と家族の情緒化

③日本における近代家族の歴
史社会学－避妊の視点からみ
る家族の情緒化－

①日本家政学会家族関係学部
会30周年記念シンポジウム，
コーディネーター・司会

③「父親の楽しい子育て塾」
講師

奈良県こども・子育て応援県民会
議・第4回家庭の子育て力推進委員
会　於奈良県文化会館会議室

（その他）

②Kyoto University Global
COE　Symposium,ディスカッ
サント

於慶應義塾大学三田キャンパス

（学会発表）

2010年12月22日

①宮坂靖子「近代日本におけ
る避妊の受容と家族の情緒化
－1920年代を中心とした女性
雑誌の言説分析－」

②日本における近代家族の受
容とその展開

於ピアザ淡海（滋賀県立滋賀県民交
流センター（2010年10月9日～10
日）

京都大学グローバルCOE「親密圏と
公共圏の再編成をめざすアジア拠
点」シンポジウム　於京都大学芝蘭
会館別館
父親サポート関西主催（奈良県父親
の子育て参加促進地域活動支援事
業）　於高の原ｻﾝﾀｳﾝﾌﾟﾗｻﾞすずらん
館1階

於広島大学東広島キャンパス

於埼玉学園大学

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2010年5月

2011年3月

『主婦之友』を資料して、読者の避
妊に関する記事の言説分析を行い、
当時の新中間層の人々の避妊に対す
る意識と行動を明らかにした。

アリエス以降の西欧の近代家族論の
日本への受容と、その後の日本にお
ける近代家族論の展開を整理し、到
達点と課題を明らかにした。

『日本家政学会誌』
61(5)（日本家政学
会）pp.265-275

『奈良大学紀要』39
（奈良大学）pp.157-
170

第30回家族関係学部
会セミナー「家族関
係学の新しい地平を
拓く－回顧と展望」

“ Care Regimes in
Asia ” Session3
‘ Care Diamonds in
Asia’

講演「楽しい子育て
のおはなし」

講話「大学生にとっ
ての父親の育児参
加」

　2011年10月9日

2011年1月17日

 2010年9月25日

2011年1月18日

第62回日本家政学会
大会

比較家族史学会2010
年度秋季研究大会

三田哲学会講演会

2010年11月13日

2010年5月30日


